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コメント 

 有機半導体薄膜はそのフレキシブル特性、無機材料に比べた小さな密

度、高分子素材との相性の良さを活かしたセンサーとして実用化を目指

した開発が進められている。その上で有機物の特徴を活かした更なる物

性の開拓が望まれている。 
 応募者は独自の有機半導体単結晶トランジスター技術をベースに、有

機半導体超薄膜結晶において、わずかな外力に対しその移動度が７０％

にも増大する大きなメカノエレクトロニクス現象を見いだし、各種セン

サー、発電デバイスなどへの展開を計画している。 
これまで多くの研究成果を上げている応募者の研究遂行能力から、更

なる研究の進展と学理の展開が期待でき、基盤研究（Ｓ）として推進す

ることが適当と判断した。 
 


